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１０月
学んだことを発信しよう
・これまで学んだことを学習発
表会で発信しよう

只見の春を見つけよう

○ 学校周辺の森で春の風物詩で
ある植物や生き物を探し、春の訪
れを感じるとともに、単元の学習
課題をもつ。

木の名前を調べよう

○ キャンプ場や癒やしの森に行き
ブナをはじめとする樹木を観察し、樹木
の名前を調べる。

国語科「イースター島に
なぜ森林がないのか」

森の生き物を探そう

○ キャンプ場でさまざまな生き
物を採取し、図鑑などで名前やその
特徴について調べ、只見に住む生き
物について理解する。

つかむ

深める

各教科との関連の４つの視点（枠の色分けで表記）

学習内容・認知面での関連 知識の深化
技能・リテラシー面での関連 技能の活用
情緒・価値観での関連 価値の醸成
態度・行動面での関連 行動の変容

つかむ

目指す子ども像
只見町の自然豊かな四季や水につ
いて調べたり体験したりすることを通
して、只見のよさを感じ、自然環境に
目を向け、自分がそれらの自然とど
のように関わって生きていくのかにつ
いて考え、自分の言葉で表現したり、
実践したりできる子ども

若葉を比べよう

○ 奥会津ただみの森キャンプ
場でさまざまな木々の若葉を採取し、
樹木の葉の特徴について。調べるこ
とで、木の葉の特徴を理解する。

只見の四季に
ついてまとめよう

○ 只見町の森と四季につ
いて、只見のよさ・厳しさを
まとめ、意見交換をしどの
ように関わって生きていけ
ばいいのか考える。

図画工作科「雪像づくり」

只見小学校 中学年（Ｂ年度） 只見学（ESD・海洋教育）ストーリーマップ
「只見の森と四季」

理科「春の自然に
とび出そう」（３年）

防災教育 ５月 火災を想定した避難訓練
非常災害による被害から生命を守るた

めに必要な知識・理解を深め、場面に応じ
た避難の仕方、安全な態度を育てる。

７月 水災害出前講座
南会津建設事務所の方々を招き、大雨が続い
たときにどのようなことが想定されるか、土砂崩
れの恐ろしさ、また、大水から自分の身を守るた
めにはどのような行動をするべきかについて学ぶ。

７月 防災教育授業
「災害から身を守る」
町に起きた水害の様子を知り、安全
な行動の仕方を考えることができる。

１０月 引き渡し訓練
緊急時、学校安全管理下から、児童を安全確

実に保護者へ引き渡す場面を想定し、児童・保護
者・教職員が参加した共同訓練を通して、引き渡
しの手順について理解する。

６月 八十里峠を越えて
只見から海へ

八十里越を（国道２８９号）の工事の様子を見学
するとともに、寺泊水族館へ行き、海の生物を観
察し、理解を深める。また、水族館周辺で磯遊び
を行い、海の生物への関心を高める。

９月 ふるさと登山
で只見を見てみよう

「恵みの森（３年）」「山神杉ブナ平（４
年）」へ行き、自分たちのふるさと只見
町の自然のすばらしさを感じることに
よって、ふるさとのよさに気付く。

音楽科「春の小川」

図画工作科
「うれしかったあの気持ち」（３年）

理科「昆虫を調べよう」
（３年） 広げる

木の葉の色づきを
比べよう

○ キャンプ場で広葉樹の葉の
変化について観察し、秋に葉
が色づく仕組みについて調べる。

動物の足跡を見つけよう

○ スノーシューを履いて、動物
の足跡を見つけたり、固雪渡りを体験
し、厳しい冬の間も動物も共存してい
ることを知る。

道徳科「ハチドリの
ひとしずく」（３年）

国語科
「春のくらし」（３年）

国語科「きつつき
の商売」（３年）

５月 ボートに乗って
田子倉湖自然散策

田子倉湖を小型ボートに乗って観察し、ブ

ナ林や浅草岳などの景観を楽しむことで、只
見の自然の美しさに気付く。

国語科
「冬のくらし」（３年）

国語科
「秋のくらし」（３年）

国語科
「夏のくらし」（３年）

道徳科「たな田
が変身」（４年）

道徳科「ウミガメの
命」（４年）

国語科
「調べて話そう生活調査隊」（４年）

さぐる

理科「あた
たかくなる
と」（４年）

理科「寒くな
ると」（４年）


